
~j類 Jpn . J. Phycol. (Sorui) 46:212-214， Nove01ber 10， 1998 

川井浩史 :"The Flagellates Symposium"参加報告

"Th巴FlagelJates"と題した国|祭シンポジウムが1998

年9月7日から 10日にかけてイギリスハーミ ンガム

大学で行われた。このシンポジウムはイギリスのTh巴

Syste01atics Associationの主催によるもので，i;架線関係

ではこれまでに緑色藻類，黄色植物，ハプト藻などを

対象としたシンポジウムがほぼ3年ごとに開かれてお

り，その成果はいずれもプロシーデイングとして刊行

されている。今回のシンポジウムのオーガナイザーで

ある BarryS.c. Leadbeater博士と JohnGreen博士によ
ると，過去2固とデンマークとロシアにおいて， 主と

して従属栄養(heterotrophic)の原生動物と鞭毛深を中心

としたシンポジウムを行ってきたが，今回は対象をひ

ろげて光合成をするものも含めたとのことであった。

そのため，病原 ・講生性のl原虫類から株々な5書類ま
で，また食物連鎖に関わる生態的な話から鞭毛や細胞

の微細構造，分子系統までと極めて広範囲の話題につ

いて発表があり，また議論がなされた。ここでは会議

の概要と，極めて個人的な感想ではあるが筆者が強い

印象を受けた発表のいくつかについて報告したい。な

お報告の最後に今回のシンポジウムの演題を再録する

が，牢のついた発表は招待講演であり， 1 年以内をめ

どに出版される予定のシンポジウムのプロシーデイン

グに掲載されることになっている。

パーミンガムは日本の書庖でならんだ観光ガイド

ブックではほとんと取り上げられでもいない街である

が，国際空港をもっイギリス第2の都市で，鉄道をcl:J

4、とする交通の要衝であり，また多くの見本市が行わ

れる街である(らしい)。あまり観光の対象とならな

い理由は実際に行ってみてよくわかったが，もともと

鉱工業が中心の産業者1I市で，しかも開発のために元々

あった歴史的な建物などはほとんど壊したか，よそへ

移してしまったらしい。しかし，パーミンガム大学は

比]1史的新しい広いキャンパス (2k01X 50001くらい)を

もっており，緑にあふれたすばらしい環境の':1ヨにあ

る。今回のシンポジウムはキャンパス中央にある人文

科学系の建物を講演 ・ポスターの会場として行われ，

また参加者はほぼ全員がキャンパスの北端にあるThe

Cha01berlain Hallとよばれる大きな宿泊施設に宿泊し
守、

~。

ら日本(というよりアジア)からの参加者は，筆者の

ほかはポスドクでイギリスのサザンプトン大に滞在し

ておられる石垣哲治さんだけであった。会議は lつの

会場だけをつかつて(複数のセッシヨンに分かれず)，

l 時間半程度講演があるとコーヒーブレイクか昼食が

あるというスタイルで行われた。コーヒーブレイクと

昼食(サンドイ yチなどの簡単なもの)はいずれもポ

スタ一発表(約20のポスターがあった)の会場の一部

でおこなわれ(写真参照)，ゆっくりポスターをみて，

また発表者と議論ができるようになっていた。これは

場所やH寺問の活用という点でも極めて効率的であっ

た。講演の後は，3日間の実質的な会期のうち， 1日

自の夜はBir01ingha01Sea-Life Centr巴という水族館(イ

ギリスの中でチェーン展開しているらしい商業的な水

族館で唯一内陸部にあるもの)への訪問とそこでの

ディナー，21!免目はノTーミンガム根{物|罰Bir01ingha01

sotanic Gardenでのレセプションとディナーと夜まで

ぎっちりスケジュールが入っていた。オサ矢官官はイ本脊官官

のようなドームの中に斜面がつくってあってその順路

沿いに水梢があるという立体的な構造になっていて，

そのところどころでワインが振る舞われ，ワインを片

手に魚をみて歩く という趣向であった。また植物園も

レセプションでは温室の中でシエリーが振る$1(，われ

(写真参照)，温室の中をお酒を手に，花をみながら話

をすることができた。この辺の俊秘さ(?)はやはり

イギリスならではという気がする。

肝心のシンポジウムは，講演は原生動物は門外淡の

筆者にとっても興味深いものが多く，ずいぶんと勉強

させてもらった。これは一つには講演の半数近くがプ

参加者は 1 3 カ国から約70~，であ ったが，残念なが ポスIタ一会場でのお茶。



パーミンガム純物図の温室でのレセプンヨン。

ロシーデイングへの執筆を前提とした，総説としての

性格が強いものであったことにもよ るが，この分野の

研究が活発で多くの成果があがっていることも示して

いるのだろう 。シンポジウムのイントロに相当する

Leadbealer氏の原生動物と鞭毛謀の研究の歴史につい

ての総説は，これらの生物群に関わる研究 ・発見がい

つどのようにしてなされそのときの世界はどういう時

代であったかということを様々なスライドを交えて軽

妙に紹介したものであった。ボルボックスやミドリム

シなと‘の原生動物，また動物の精子のl限毛から，最近

しばしば話題に上る寄生性の原虫であるジラウデイア

Giraudiaの鞭毛にいたるまで 17世紀にすでにレー

ヴエンフックによって言宇細なスケ ッチカぎなされてい

た，という ことは恥ずかしながらこのとき初めて知っ

た。また， Moestrup氏の講演は， i楽類 ・繊毛虫・ト リ

パノソーマ類などの鞭毛を識別するためのユニバーサ

ルな命名法を提唱しようというものであった。すなわ

ち，真核生物はすべて基本的に9+2構造をも ってお

り，これらの鞭毛については単系統であるにもかかわ

らず，それぞれの系統群でみられる複数の鞭毛の相向

性がはっきりしないために，個々の鞭毛について別々

の方法て、名付けられている。そのための鞭毛器官1¥構造

の比較研究が困難であったが，多くの縦毛が基本的に

1:k;Jの鞭毛根をもち，また2本の鞭毛がある場合には鞭

毛の分裂時に~ß.，第一鞭毛とよばれるものを生じて

から成熟して第二鞭毛を生じる。このことによりそれ

ぞれの鞭毛藻での鞭毛の起源または性質をあきらかに

することができる o しかし，i菜類の中でも渦鞭毛藻類

で後鞭毛に鞭毛根がみられないことが，問題の解決を

困難にしていたが，最近渦鞭毛i*て‘も鞭毛根が識別で

きる例が見つかったことから，ユニバーサルな鞭毛の

識別ができるようになったそうである。これまでにも

まして藻類学と原生動物学との境目がわからなくなっ
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ていく今(それはもうすでにないのかもしれない)，こ

の報告は大きな意味を持っているだろう 。そのほか，

Roscoffの院生GuilJouさんらが発表したフランス沿岸

から新たに見つかった直径2μm程度という非常に小さ

な不等毛類(同じ属の極を2種同時に報告しており，発

表者たちはこの属をもとにBi1idophyceaeという新しい

綱を提唱している)は彼らの分子系統学的解析による

と珪藻類と近縁ということであり，非常に興味深かっ

た。

口頭発表の演題

ホB.S.C.LEADBBATER & S. MCCIREADY: Historica1 

Perspeclives 

J.A. RAVEN: Th巴F1agelJal巴Condilion

民の MOESTRUP: Th巴cytoske1eton:U1traslruclUre and 

orgamzallon 

たJしSALlSBURY:The cyloskelelOn: Mol巴cularasp巴C1S

A.J. CALADO &φMOESTRUP: General ultrastructure 

and reconstruction of th巴 flag巴llarapparatus of 

'Peridiniopsis borgei (Dinophyceae) 

R.N. PIENAAR: An unusualll1arine colonialll1巴Il1b巴rofthe 

PrYll1nesiophycea巴

*M.E.J. HOLWILL & H.C. TA YLOR: M巴chanisll1s01 

flag巴lJarpropulsion 

*P. BASTIJ可&K. GULL: Th巴paraflagelJarrod is a critical 

.0rganelJe for trypanosome 1l10tility 

"H. KA W AJ & G. KREIMER: Sensory ll1echanisms: Light 

P巴rceptionand tax巴S

'J.R. BLAKE: Flagellar behaviour: A ll1athemalician's 

perspectlv巴

キB.BECKER: The celJ surface of flagellates 

T. SCHULTZ， L.M. EGERTON-WARBURTON & R. 

WETHERBEE: ldentification and characterization of a 

41 kDa protein associated with the scales and bristles of 

Ma110monas splendens 

"H. ARNDT: Functional div巴rsityof flagelJates in aquatic 

ecosystems 

止M..SLEIGH: Trophic strat巴giesamong h巴terotrophic

flagelJates 

勺 LAYBOURN-PARRY & J. PARRY: Flage11ates and the 

Microbial Loop 

H.L.J. JONES & H.C.J. GODFRA Y: UnravelJing the carbon 

supply and d巴mandof a mixotrophic flagelJate 

B . AUER & H. ARNDT: H巴terotrophicflagelJates in lakes 

of differenl lrophy: Abundances， seasonal changes and 

speCles composIllon 
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G. NOVARINO & A. WARREN: The ecological 
significance of groundwater flagellate populations 

D. DIETRICH & H. ARNDT: Benthic heterotrophic 

fiagellates from King George Island， Antarctic 

Peninsula: abundance， biovolwne and growth rates 

W.J. LEE & D.J. PATrERSON: What makes benthic 

flagellate communities di妊erent?

J. IKA VALKO， H.A， THOMSEN， R. GRADINGER， H. 

MARCHANT & D. GARRISON: Nanoflagellate 

communities in sea ice in the Baltic Sea， the Arctic and 

the Antarctic 

*D.J. PATTERSON & W.J. LEE: The biogeography and 

diversity of free-living heterotrophic flagellates 

*L.K. MEDLIN， M. LANGE， B. EDVARDSEN & A. 

LARSEN: Cosmopolitan flagellates and their genetic 

links 

J.D. DODCE: Biogeography of the plankωnic dinoflagellate 

genus Ceratium in the NE Atlantic 

B. EDV ARDSEN: Cenome size， ploidy and cell size in 17 

species of Chrysochromulina (Prymnesiophyceae) 

GUILLOU， M.J. CHRサIENNOT-DINET，L. MEDLIN， S. 

LOISEAUX-DE GOER & VAULOT， D.: A key 

picoplanktonic flagellate for diatom evolution. 

*G. BRUGEROLLE & M. MOLLER: Amitochondriate 

flagellates 

A. SIMPSON: Diversity and evolutionary significance of出e

excavate flagellates 

*K. VICKERMAN: Adaptations to parasitism 

W. GIBSON & L. BINGLE: Genetic exchang巴1ll

町panosomes

W. GIBSON & J. STEVENS: Molecular evolution of 

位ypanosomes

*M.A. FARMER & W. MARSHALL DARLEY: Origin and 

loss of organelles in flagellates 

*S .A. KARPOV: Evolution of coverings and flagellar 

app紅'atusesin flagellates and other protists 

G.W. BEAKES & S.J. GLOCKLING: Ultrastructural 

evidence supporting the close phylogenetic affiliation 

'of Haptoglossa， a genus of biflagellate nematode 

infecting flagellates (formerly incIuded in白巴chromistan

Oomycetes)， with th巴 'protistan'

Plasmodiophoriomycetes 

C. MATZ， K. JURGENS & T. WAISSE: Morphological 

similarity meets genetic and physiological diversity: A 

oComparison of three species of出enanoflagellate genus 

Spumella 

J.R. YOUNG， S. DAVIS， P.R. BOWN， L. CROS & S. 

MANN: Biominer百lizationmodes in血eHaptophyta and 

their phylogenetic significance 

*T. CA VALIER-SMITH: Flagellate megaevolution: The 

basis for eukaryot巴diversification
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